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※令和６年度事業を実施された大牟田市の助成団体や福祉教育を推進された

学校のみなさんから寄せられたメッセージです。 

 助成へのお礼と活用内容について記しております。 
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令和６年度に助成を受けられた学校や団体の 

「ありがとうメッセージ」を掲載します。 

赤い羽根共同募金運動は、1947 年（昭和 22 年）に、「国民たすけあ

い運動」としてスタートしました。「社会福祉法」という法律をもと

に、毎年全国一斉に実施される、歴史の長い募金活動です。現代は少

子高齢化が進む中、高齢者、障がい者、子どもたちへの福祉活動のほ

か、様々な福祉課題に取り組むボランティア活動などに役立てられて

います。一人ひとりの町を思う”やさしさ”が、地域で暮らす人々のつ

ながりを強くし、輪となり広がっていきます。 

共同募金とは 

共同募金の仕組み 

✓ 募金の約 75%は大牟田市の町を良くするために使われています。 

✓ 今年度に集められた募金は次年度事業に使われます。 

✓ 災害が起きた時にも共同募金は役立てられます。 

✓ 高齢者、障がいのある人、子どもたちを見守る活動 

✓ 小学校、中学校、高等学校等で行われる福祉教育の支援 

✓ 福祉団体、NPO、ボランティア団体等の支援 

大牟田市での主な使いみち 
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『駛馬小学校』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                

～花鉢つくり～ 

～門松つくり～ ～高齢者との交流会～ 

5 年生は総合的な学習の時間において、高齢者や認知症についての理解を深め、高

齢者や認知症の方々に、いろいろな話を伺ってみたいと考えました。公民館関係者

や民生委員と連携して 6 年生と一緒に校区の高齢者宅訪問を計画したり、介護施設

を利用されている認知症の高齢者とオンラインで定期的に近況報告をし合ったりし

て交流しました。また、大牟田警察署と連携した「ニセ電話詐欺 KIDｓかせ隊」の

活動の一環として、本年度も詐欺被害防止の啓発活動を行いました。今年度は強雨

のため中止しましたが、民生委員さんにお願いして、詐欺被害防止のチラシや児童

が作成した手紙やプレゼントを配布していただきました。また 3 年生は地域の方と

ミニ門松を作り、メッセージを添えて校区の高齢者施設や病院、公共施設にプレゼ

ントしました。そして、2 年生は校区の施設について調べ、その施設の方々に心を

込めて育てた花をプレゼントすることで、校区への親しみを深めることができまし

た。このように、共同募金助成事業の助成金をいただき、高齢者や地域の方々との

つながりを深め、充実した福祉体験活動となりました。ありがとうございました。 
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『玉川小学校』 

 

  
1,２年生は地域の方とともに、野菜作りを行いました。収穫の楽しみととも

に、地域の方々への感謝の気持ちも芽生え、貴重な体験をしました。３年生は

地域の方の「みかん山」でみかんの取り方、選び方を教わりながら、みかん狩

りを行いました。みかん狩り同様、イチゴでも同様な体験をしました。４年生

は地域の方々と川探検に行き、川の生き物、川の環境について調べました。そ

の結果、川の環境を守ることの大切さを学ぶとともに、川の環境を守るための

取組を自分たちで実践し、それを全校や家庭に呼びかける活動をしました。５

年生は地域の方の田んぼで田植え、稲刈りを体験させていただき、収穫したも

ち米を地域の一人暮らし高齢者に配りました。６年生は地域のどんど焼き祭で

昨年度披露した「米はかり踊り」を５年生に引き継ぐことができ喜んでいまし

た。また、学校全体の秋の遠足においても、地域の良さを巡る活動を行いまし

た。このように、玉川の豊かな自然環境を生かした活動を充実して行うことが

できるのも、赤い羽根共同募金の助成事業のおかげです。 

本当に、ありがとうございました。 
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『中友小学校』 

 

  

～子ども民生委員活動～ ～赤い羽根街頭募金活動～ 

昨年度からコロナ禍前のような形で実施できる行事も増えてきましたが、飲食に

関する活動等は年度当初予定していた内容を変更し新しい形での活動を考え取り

組んできました。「地域とともに 未来につながる 中友小学校」というスローガ

ンを掲げて、本校の特色である５年生の「子ども民生委員活動」だけでなく、２

年生の「レッツゴー町たんけん」３年生の「保育園の子どもとふれあおう」「心の

目を育てよう」など子どもたちのアイディアを活かした活動に取り組むことがで

きました。また、全校児童や全職員で取り組んだ「花いっぱいプロジェクト」な

ど、今後本校の特色として子どもたちの心を育てる上からも継続して行きたい活

動を行うことができました。さらに、読み聞かせを通して地域の昔話や文化につ

いて触れることができました。これも赤い羽根共同募金助成事業で援助をいただ

いたおかげで、充実した活動ができております。 

本当にありがとうございました。 

～花いっぱいプロジェクト～ 
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『白川小学校』 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
～赤い羽根街頭募金活動～ 

一人暮らしの高齢者へのお手紙渡しでは、今年度も高齢者の方に大変喜んで頂

きました。５年生の時に作成した防災リーフレットを配布し、高齢者と触れ合

えたことで、子どもたちに地域とのつながりを大切にする気持ちや思いやりの

心を育むことができました。赤い羽根共同募金では事前に社会福祉協議会の方

から募金の使いみちや活動の仕組みについての説明を聞き、おかげで、子ども

たちは「自分たちの町、大牟田」をよくするために、街頭募金に立ち自分たち

も、大牟田や地域のために役になっているという気持ちをもって取り組むこと

ができました。たくさんの方々の協力を得て多くの募金を集めることができた

こと、２月には表彰を受け、自分たちの活動が社会の役に立ったことを実感で

き、達成感につながりました。これらの経験を活かして校内でも奉仕の心や思

いやりの気持ちを持ち、積極的に活動に取り組むようになりました。この活動

が次の学年へと引き継がれ、思いやりの輪が広がっています。 

ありがとうございました。 

～一人暮らし高齢者へのお手紙渡し～ 
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『平原小学校』 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度赤い羽根共同募金より本校の教育活動に対し助成をしていただ

き、次の活動を実施しました。４年生総合的な学習の時間「つながり合う心

（福祉教育）」において、視覚障がいの方をお招きして交流を行い、日常生活

における不便なことや周りの人にしてもらいたいことなどについて、話を聞

いたり質問したりして学習しました。ブラインド卓球も体験することができ

ました。また、３年生は「ひらばるの家」を訪問し、ふくし施設の仕事の様

子や認知症のことなどについての学習を深めることができました。助成金を

活用させていただいたことにより、GT の方をお招きし、直接、話を聞くこと

ができました。交流することで、福祉についての理解を深め、ともによりよ

く生きるための自分なりの考えを持つことができ、学習内容を充実させるこ

とができました。本当にありがとうございました。 
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『羽山台小学校』 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

～点字学習～ 

～車いす体験～ 

本校ではこれまで共同募金運動の助成を受け、障がいのある方との交流や高齢者

の方々をはじめとする地域の方々、地域でボランティア活動をされている方々と

の交流を実施してきました。本年度も３年生と５年生で ESD を推進し「だれ一

人取り残さない」をキーワードに「みんなの幸福のために今何が課題か、どうす

れば、みんなが幸せになれるか、自分にできることはないか」という視点に立

ち、自分事として課題に取り組んできました。３年生では視覚障がいのある方や

聴覚障がいのある方、そのサポートをされているヘルパーの方などから生活のこ

とを中心に話を聞き、たくさんの発見がありました。５年生では高齢者体験グッ

ズを活用したり、車いすの体験活動を行い、高齢者が困っていることを感じ、安

心して安全に暮らせるまちのあり方について考えました。他にも、月に１回の本

の読み聞かせを地域のボランティアに行っていただいたり、たくさんのことを学

び、心豊かな子供たちへと成長していると実感しております。今年度もさらに人

と関わる心地よさや地域の人々のウェルビーイングを目指した学びの充実を図っ

てまいります。助成していただき本当に感謝しております。 

ありがとうございました。 

～本の読み聞かせ～ 
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『倉永小学校』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

倉永小学校では、赤い羽根共同募金助成金を総合的な学習の時間をはじめとする

多くの教育活動に活用させていただきました。学習活動としては、事業報告にも

挙げておりますが、多くの地域の方々に、GT として参加していただき、子ども

たちに倉永小学校の校区の「人・もの・こと」を知らせることで、地域を大切に

思い、住み続けられるまちづくりに何ができるか考えさせることができました。

今後も積極的に地域社会に参画しようとする子どもを育てていきたいと考えてい

ます。本当にありがとうございました。 

～倉永ウォークラリー（校区の史跡巡り）～ 

～点字学習～ ～地域の方と竹馬遊び～ 
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  『手鎌小学校』 

  

 

 

 

 

 

 

 

        

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

手鎌小学校では持続可能な社会の担い手を育てる教育を推進しています。そし

て地域の歴史・産業・文化を大切にし、地域のためにともに行動する子供の育

成を目指しています。今年度は共同募金助成金により主に視覚障がいがある方

や聴覚障がいがある方との交流を通して、福祉教育を充実させることができま

した。直接体験をする機会を設定することができたことが、子どもたちにとっ

て、貴重な経験となりました。また、地域の伝統を大切にするために「串だご

つくりの体験をする活動を行うことができました。そのおかげで、地域のため

に行動しようとする子どもが育っています。ありがとうございました。 

～目の不自由な方との交流会～ ～黒崎干拓の学習～ 

～点字教室～ ～がたいね踊りの学習～ 
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『橘中学校(白銀中学校)』 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

本校では総合的な学習の時間を通して防災・減災学習（１年生）、職場体験学習

（２年生）、保育学習・進路学習（３年生）を行った。防災・減災学習では「いろ

いろな対策を知ることができたので、自分たちも防災グッズなど確認しておきた

い」という感想や職場体験学習においては、「働くことの喜びや大切さや苦悩、地

域の現状や地域の事業所の活躍を肌で感じることにより地域のすばらしさや地域

の将来の展望を考える機会にすることができた」という感想がありました。ま

た、保育実習では「かわいいけれど育てることは大変だ」という感想を持ってい

ました。このような活動ができ、子どもたちに福祉や地域に対する思いが芽生え

たのは赤い羽根共同募金の助成があったおかげです。 

本当にありがとうございました。 
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『宮原中学校』 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本年度も、赤い羽根募金の助成金をいただき、ありがとうございました。年間通し

て行われる様々な学習活動の資材等に活用させていただきました。本校は、１年生

が、大牟田特別支援学校との交流を年３回、３年生が地域の高齢者のお宅や福祉施

設の訪問を行い、プレゼントやメッセージをもって交流を深めています。これらの

学習活動を通して、障がいのある人もない人も、自分たちと同じ世代の人、高齢者

とも、そして認知症の方々とも、分け隔てなく互いを思いやる心、共に協力し生き

ていくことを学んでいきます。今後も、このような学習活動を通して、これらの学

習活動に関わる全ての人たちが互いを思いやり、助け合って生きていく力をはぐく

んでいきたいと考えます。 
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『明光学園中学校・高等学校』 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～バッグ作り～ 

～クリスマスリースの完成～ 

この度は温かいご支援を賜り誠にありがとうございます。皆様からのご厚意に

より、地域の方と高校生の交流を目的としたワークショップを２回開催するこ

とができました。１回目の活動では地域の方々と高校生が一緒にバッグつくり

に挑戦しました。最初は緊張していた高校生も、高齢者の方々に優しく丁寧に

作り方教え、ミシンを使いながら素敵なバッグを完成させることができまし

た。２回目の活動ではクリスマスリースづくりに挑戦しました。教える役の高

校生メンバーは変わりましたが、参加者の皆様は和気あいあいと交流を深めな

がら、美しいリースを作り上げ、大変喜んでおられました。これらの活動を通

して参加者の方々は世代を超えた交流を深め、互いに新たな発見や喜びを分か

ち合うことができました。これもひとえに、共同募金会からの温かいご支援の

おかげと深く感謝しております。今後もこのご恩を胸に、地域社会に貢献でき

るよう活動を続けてまいります。 
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『三池工業高等学校』 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～購入した清掃道具～ 

～清掃活動～ 

今回は私たち三池工業高校のために、赤い羽根共同募金助成金のご支援ありが

とうございます。ボランティア活動に利用する道具を購入することができ、充

実したボランティア活動を行うことができました。１学期と２学期は雨天のた

め、ボランティア活動が行うことができませんでした。町や自分たちが普段通

っている道路にゴミが落ちているのを見ると、気分が少し落ちてしまいまし

た。でも、３学期はボランティア活動を行うことができ、ゴミがなくなり、き

れいになったのを目の当たりにし、ボランティア活動をしてとてもよかった思

いました。これからも、今回購入させていただいた掃除道具を活用し、町のゴ

ミ拾いなどをしてボランティア活動を継続していき、きれいにしていきたいと

思います。本当にありがとうございました。 
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『大牟田市ボランティア連絡協議会』 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～バケツリレー～ 

～非常食準備競争～ 

配分金をいただき、６年ぶりに「防災運動会」を開催することができました。

開会式で、赤い羽根共同募金の配分金を活用してこの行事ができることも説明

させていただきました。毎回、非常食準備競争に必要な物品を購入しますが、

参加者・スタッフ分となると高額になることから、この赤い羽根の配分金より

購入させてもらいました。赤い羽根共同募金のロゴ入りの横断幕の印刷代等に

も充てることができ、周知効果もあったと思います。多くの人たちに公平に分

配し、活用ができました。ありがとうございました。 

～大声競争～ 
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『大牟田朗読の会』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～「大人のための朗読の部屋」の案内チラシ～ 

赤い羽根共同募金より助成金をいただき感謝申し上げます。今年はあらゆる制

限が緩和の方向にあり、私たちの活動もほぼ順調に進めることができました。

例年開催しています「大人のための朗読の部屋」も準備やスキルアップのため

の研修会を繰り返しながら、文字通り読書週間に大牟田市立図書館で行うこと

ができました。また、コラム・録音図書作成などの活動にも地道に取り組み、

そのためのデイジー図書作成の学習会を実施し、研修を深めました。そのよう

な活動がしっかりできますのも、私たちの活動を支えていただいている赤い羽

根共同募金の助成金のおかげだと、会員一同感謝しております。私たちは視力

に障がいのある方々への声の便りを届けるボランティアとして、今後も活動内

容、また音訳技術の向上に向けて研鑽を深めていきたいと思います。 

誠にありがとうございました。 
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『要約筆記の会のぞみ』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～減塩食の調理実習～ 

今回助成金のおかげで、難聴者との交流会を２回開催することができました。

集まりを控えざるを得ない状況を経験し皆さん、久しぶりの顔合わせで、おし

ゃべりが止まりません。改めて、「集う」ことの大切さを実感する機会となりま

した。活動内容は減塩食の調理実習と会食、寄せ植えづくりとあやつり人形と

腹話術の公演などです。食事を共にし、直前にあった防災運動会も話題に加わ

り楽しい時間を過ごすことができました。今後も、難聴者への文字情報支援と

ともに、交流も続けていきたいと思います。ありがとうございました。 

～スキルアップ研修会～ 
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『大牟田手話の会「ありあけ」』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
～会場風景～ 

～手話トークショー～ 

赤い羽根共同募金より大牟田手話の会「ありあけ」創立５０周年記念に助成を頂

き感謝申し上げます。私たちにとって５０年という節目を迎えることは聞こえな

い方たちとのあゆみの長さという重要な意味を持っています。活動にまだコロナ

の影響が残るなか、このように行事ができたことは本当にうれしいことです。赤

い羽根の助成と社会福祉協議会の協力を得て、式典だけでなく、なかなか知られ

ていない聞こえない人たちのデフリンピックが２０２５年日本で開催されること

を広く知ってもらうことができました。大牟田市に勤務するデフアスリートがい

ること、大牟田のオリジナルソング「ずっとずっと」の手話歌を来場者と歌い、

その手話歌ＤＶＤを市内の小・中学校に配布したことは聞こえない人のことを知

るきっかけを提供できました。手話歌ＤＶＤについてはその後、小学校の学習発

表会で手話歌をするために、聞こえない人から学ぶという成果が得られました。 

～案内チラシ～ 
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『大牟田市老人クラブ連合会』 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

  

～研修会・料理教室・グラウンドゴルフ大会～ 

～女性部生け花講習会～ 

三大スポーツ大会・女性部活動等を通して活動の充実・会員同士の親睦を深める

ことができました。また、地域の関係を深めながら、教養を高めるために、市と

の連携を図り福祉活動や環境問題活動に参加を進めることができました。活動内

容は、グラウンドゴルフ・ペタンク・ゲートボールの三大スポーツ、健康ウォー

キング、いきいきクラブ体操、料理教室、生花教室、環境美化活動（清掃・花壇

づくり）などで、赤い羽根共同募金の助成金のおかげで、充実した介護予防推進

事業を展開しています。ありがとうございました。 
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『NPO 法人 大牟田市母子寡婦福祉会』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～ひとり親家庭の交流バス旅行～ 

今年も共同募金の配分金を受けて大牟田市内に住む、ひとり親家庭の母子・父子

の皆さんを対象に「ひよこ工場見学・筑豊石炭記念公園」日帰りバスの実施及び

福岡県母子寡婦福祉大会へ参加することができました。ひよこ工場見学では出来

立ての温かいひよこ饅頭を親子で堪能し、田川市石炭歴史博物館や王塚装飾古墳

では子どもたちの探求心が刺激され、目を輝かせていました。子どもたちはすぐ

に仲良くなり親子での時間も楽しめたとコメントを頂き、毎回開催してよかった

と、うれしい気持ちになります。今後も子どもたちの思い出作りのお手伝いが引

き続きできるよう頑張っていきたいと思います。ありがとうございました。 
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『NPO 法人 大牟田障害者協議会』 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～令和６年ふれあいパラサンまつり～ 

ふれあいパラサンまつりは、障害のある人もない人もともに参加し、交流を通

し理解を深めることを目的に開催されております。多目的ホール内では「福岡

県障がい者スポーツ大会」の表彰が行われ、メダリストの皆様へ大きな拍手が

送られました。２０２４パリパラリンピック車いすラグビーで、初の金メダル

獲得に貢献された、「乗松聖矢選手のトークショー」では率直で分かり易い言

葉で、経験に基づいた話をされ、会場にお集まりの皆さんに共感と感動を与え

てくださいました。知的障害者団体や特別支援学校の皆さんの作品展示もいた

しました。その他、パラスポーツやニュースポーツの体験会やさおり織り・点

描画などにも多数参加されました。準備段階より、行政・福祉関係団体や関係

団体の皆様に多くの協力と支援をいただき、当日は多くの参加者があり楽しん

でいただけたことをここに報告させていただきます。赤い羽根共同募金で集ま

った浄財をいただき、笑顔であふれたまつりを開催できたことに深く感謝申し

上げます。ありがとうございました。 
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『NPO 法人 ともしび会』 

             （むつごろう） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

～筑後ブロックふれあい大会～ 

～近隣の美化活動（花壇の設置）～ 

赤い羽根共同募金から助成していただき、ありがとうございました。令和６年度

は大川市で開催された「筑後ブロックふれあい大会」に参加しました。他作業所

さんにも１年ぶりに会い、楽しいひと時と皆さんの元気をもらうことができまし

た。今年は三笠神社参道通りにある作業所なので、花を植え、皆さんに見てもら

うようにしました。「綺麗ですね」とお声を頂き、私たちもうれしく思いました。

来年も続けていきたいと思います。作業所利用者やその家族、職員一同は共同募

金会に深く感謝しております。 
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『NPO 法人大牟田知的障害者育成会』 

              （ふれんず）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

～施設「トライアングル」「コロニーエンタープライズ」での体験学習～～ 

利用者の感想を伝えます。コロニーエンタープライズはそうめん作りを一生懸命頑

張っていることは素晴らしいと思いました。トライアングルでは大きな馬に乗った

けど、少し揺れたので、怖かったです。フェリーではカモメにお菓子をあげる経験

をして楽しかったです。以上、このような貴重な体験ができるのも、赤い羽根共同

募金の助成のおかげです。どうもありがとうございました。 

～カモメの餌やり体験～ 
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『大牟田市視力障害者福祉協会』 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

今年も福岡県盲人協会主催の行事として第４７回県福祉大会と春日市のクロー

バープラザを拠点とする障害者徒歩訓練に、赤い羽根共同募金さんからの助成

で参加することができ、とても感謝しています。視力協会員は高齢化していま

すが、皆さん県内各地から集まる集会参加を楽しみにしています。会員の皆さ

んも高齢化し、同じ視覚障害を持つ者同士の集会を楽しみにしておられ、県盲

福祉大会ではそれぞれの分科会でいうべき意見を発信し、徒歩訓練では春日公

園の広々したウォーキングコースを歩き、その後ホールでの弁当、午後のふれ

あいフェスタで各支部出演の出し物で楽しむことができました。徒歩訓練は健

康的で気持ちもさわやかになりました。本当にありがとうございました。 

～第 47 回福岡県盲人福祉大会～ 
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『おおむた認知症カフェ連絡協議会』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ～ノルディックウォーク講習～ 

～認知症カフェ・フェスタ～ 

令和６年度赤い羽根共同募金助成金を頂きまして誠にありがとうございました。今

回は認知症や障害があっても、偏見や差別のない社会づくりを目指して多世代交流

による社会活動に参加し、地域住民と共存でき、生きがいが持てる地域づくりを目

標に、認知症の理解・啓発活動の周知を行いました。活動に際しては専門医や地域

の大学・高校などの協力を得て、認知症啓発の講演やノルディックウォークなどの

歩行推奨による閉じこもりの予防など、講演会の謝金として、助成金を活用させて

いただきました。この活動で、認知症支援に対する啓発活動の周知ができ、共感し

ていただける人たちが広がりました。たくさんの活動のためにこの助成金を活用さ

せていただき、本当にありがとうございました。今後とも活動は継続してまいりま

すので、ご協力をよろしくお願いいたします。 
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『不登校・ひきこもり家族の会 ふきのとう』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ほっとスペースふきのとう～ 

～ひきこもりサポーター養成講座～ 

この度は「不登校・ひきこもり家族の会～ふきのとう」への助成金を頂きましたこ

と、大変感謝しております。不登校やひきこもりの人とその家族の居場所を作りた

いとの長年の願いが実現し、その周知や不登校・ひきこもりの人とその家族の支援

のために、頂きました助成金を使用させていただきました。おかげさまで、居場所

を利用してくださる方も徐々に増え、「自分の居場所ができた」「こんな居場所欲し

かった」と喜ばれております。今後は利用者さんたちの希望を聞きながらサポータ

ーさんたちの力を借り、楽しめる企画を取り入れていきたいと考えております。不

登校・ひきこもりへの理解者が増え、誰もが生きやすい街になることを願って。こ

れからも活動していきたいと考えておりますので、ご理解・ご協力のほどよろしく

お願いいたします。本当にありがとうございました。 

～第９回進路相談会～ 
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